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職業訓練指導員養成におけるインターンシップ科目の遠隔指導
－指導力の形成を担保する仕組み－

○新井 吾朗（職業能力開発総合大学校）

職業能力開発総合大学校

能力開発応用系 新井吾朗

http://araigoro.blog.jp/

araigoro@uitec.ac.jp

©2021 G.ARAI

目次

既報 安原 雅彦, 新井 吾朗, 星野 実: 職業訓練指導員の指導力養成に関する取り組みとその検証, 2020 年 68 巻 1 号 p. 1_94-1_100 , 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsee/68/1/68_1_94/_pdf/-char/ja

１ 指導員養成訓練における
インターンシップ(InS)(訓練実施実践・改善実践)
の位置づけ

２ InSの歴史

３ InSの課題

４ InS改善のアイデア

５ InS遠隔指導の枠組

６ InS遠隔指導の実施状況

７ InS遠隔指導の成果と課題

2
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１. InSの位置づけ

3

～H26 H26 R1 R3

職業訓練指導員試験 → → →

48時間講習 → → →

応用研究課程 高度養成課程 → 高
度
養
成
課
程

応用課程担当者養成
コース

研究課程
(修士・長期課程卒)

廃止(H23募集停止) 職業能力開発研究学域

長期課程
(学士・高卒)

廃止(H23募集停止) 専門課程担当者養成
コース

専門課程(在職者) 職種転換課程 →

指
導
員
養
成
課
程

職種転換コース

短期養成課程
(実務経験者)

実務経験者訓練技法習
得コース(実務経験者)

実務経験者訓練技法習
得コース

指導力習得コース
(総合課程)

指導力習得コース
(総合課程)

長期養成課程
(研究学域(H29))
(総合課程卒・大卒)

学域
→ 改変 長期→

訓練技法習得コース
訓練技法・技能等習得
コース

(1) 職業訓練指導員免許取得経路とInS

©2021 G.ARAI

１. InSの位置づけ

4

(2) 訓練技法習得コースにおけるインターンシップ

授業科⽬名 種別 時間数 選択
必修

職業能⼒開発学

能⼒開発学科

36 必修
授業計画法 36 必修
教材開発法 36 必修
受講者⽀援法 36 必修
訓練評価法 36 必修
職業訓練⼼理学 36 必修
キャリア・コンサルティング概論 36 必修
キャリア・コンサルティング技法Ⅰ 36 必修
キャリア・コンサルティング技法Ⅱ 36 必修
⼈材育成⽀援論 36 必修
技能指導法 能⼒開発実技 54 必修
受講者⽀援実践 能⼒開発実技 54 必修
訓練実施実践 能⼒開発実技 162 必修

3

4
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２. インターンシップの歴史

5

H23

能力開発基幹科目

生涯職業能力開発論(必) 講2T

職業能力開発制度必)講2T

障害者職業概論(必)講2T

創業支援論(選必)講2T

中小企業論(選必)講2T

職業能力開発ゼミ(選)講2T

インストラクション(コア)

指導技術･技法(必)実1T

専門別教科教育法(必)演1T

教材開発論(選必)講2T

教育訓練評価(必)講2T

能 力 開 発 フ ィ ー ル ド 演 習 Ⅰ Ⅱ 演
0.5+0.5T
実務実習事前教育(必)演1T

実務実習 (必)実4T 272h (実4-5w)

キャリア・コンサルティング

人的資源管理論(必)講2T

キャリア形成支援(必)講2T

キャリア形成支援演習(選択必)講2T

学習･発達心理学(必)講2T

カウンセリング法(必)講2T

コースコーディネーティング

教育訓練計画(必)講2T

教育訓練経営論(選必)講2T

696H(卒業必須科目数17)

R1
能力開発学科
職業能力開発原理 必 36
職業能力開発制度 必36
職業訓練心理学 必 36
授業計画法 必 36
教材開発法 必 36
受講者支援法 必 36
訓練評価法 必 36
コース開発・運営法 必 36
施設外訓練支援論 必 36
人材育成支援論 必 36
CC概論 必 36
CC応用 必 36

能力開発実技
職業能力開発原理実践 必162
専門別教科教育法 必 108
受講者支援実践 必 162
訓練実施実践 必 108
訓練改善実践 必 162
コーディネート実践I 必 108
コーディネート実践Ⅱ 必 108
コーディネー卜実践Ⅲ 必 108
CC技法Ⅰ/Ⅱ 必 54+54
CC実践Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ 必 54+54+54

学科432H実技1260H(1080実践)

R3

職業能⼒開発学

学

36 必

授業計画法 36 必

教材開発法 36 必

受講者⽀援法 36 必

訓練評価法 36 必

職業訓練⼼理学 36 必

キャリア・コンサルティング概論 36 必

キャリア・コンサルティング技法Ⅰ 36 必

キャリア・コンサルティング技法Ⅱ 36 必

⼈材育成⽀援論 36 必

技能指導法 実 54 必

受講者⽀援実践 実 54 必

訓練実施実践 実 162 必

学科360H 実技 268H(628H)

©2021 G.ARAI

３. InSの課題 長期課程：実務実習

• 実務の場所での総合的な体験が中心
＝習得すべき能力がはっきりしていない

• 実務実習期間中の指導は実習先まかせ
＝施設によるばらつき

• 巡回指導1回
（可能であれば授業見学、相談中心）

• 取り組み姿勢を中心とした評価

6

5
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３. InSの課題 長期課程：実務実習 総合的な体験

1  Introduction

－実務実習はどのように行われるか－

1-1. 実務実習は能開総合大教育の集大成

① 教える立場に立つ

実務実習は一般の教員養成でいえば教育実習に当たります。…皆さんは人に教えることの中で
いかに多くのことが学べるかを体験するでしょう。…

② これまでに学んできたことのすべてを投入する

…ひとつの課題でも人に分かるように教えるには、皆さんがこれまで学んできたことのすべて、

要するに皆さんの実力が試されます。力が足りなければさらに学んで、分かるように教える工夫を
しなければならないでしょう。

…職業訓練の現場は「職業人として社会に通用するための教育の場」ですから、教科内容を教
えているだけではありません。…人間として学んできたことのすべてを傾けて、実務実習に臨まね
ばならないのです。

③ 職業生活を学ぶ

以上のような実務実習は、学生生活の間に職業生活を体験して学ぶという貴重な機会です。…

7
2005 実務実習オリエンテーション資料

©2021 G.ARAI

３. InSの課題 長期課程：実務実習 巡回指導

１．巡回指導の目的と内容
巡回指導は能開大教員が実習施設に赴き、施設職員及び実習生と面接し、
実習生の実習場面を観察することによって、実習を効果的なものにする
ための指導です。

具体的には以下の事項を行います。
① 施設への実習受け入れと指導に対する挨拶をする
② 施設からの実習生指導上の問題を伺い、協議する
③ 施設職員と懇談し、実務実習の運営等について意見を伺う
④ 学生の授業及び実習状況を観察し、指導する
⑤ 学生に生じている実習もしくは生活上の問題を聞き，解決にあたる

実務実習巡回指導要領
①実習先施設の関係職員が、実務実習の進め方についてとまどい、疑問を

持っていないか。
②実習先施設の関係職員が、 実習生の勤務あるいは授業ぶりについて何

か感じていることはないか。
③実習計画ないしは、実際の実習状況が当校の期待に沿っているか。そうで

ないとすれば、その理由は何か。
④実習生が精神的、身体的、あるいは能力的に不適応の状態にあなったり、

問題が生じていないか。
⑤実習生の学科または実習の授業ぶりはどうか。 8

2005 巡回指導の進め方 資料

7

8

ー　P.14　ー



20210821 日本職業教育学会 関東地区部会

5©2021 G.ARAI

©2021 G.ARAI

３. InSの課題(長期課程：実務実習) 評価

9
2005 実務実習評価用紙

©2021 G.ARAI

４. InS改善のアイデア NVQ(職場実践による能力認定)
イギリスの職業能力の標準 軽自動車のメンテナンス

機械(エンジン)ユニットの整備

10
NOSHP, NOS Finder, 20200827確認
https://www.ukstandards.org.uk/PublishedNos/Overhaul-light-vehicle-mechanical-units-IMILV11.pdf#search=LV11

9

10
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イギリスの職業資格 軽自動車のメンテナンス
機械(エンジン)ユニットの整備

11
IMI HP, QUALIFICATION, 20200827確認
https://tide.theimi.org.uk/api/qualifications/download/21232

©2021 G.ARAI

イギリスの職業資格 軽自動車のメンテナンス
エンジンユニットの整備 評価基準

12
IMI HP, QUALIFICATION, 20200827確認
https://tide.theimi.org.uk/api/qualifications/download/21232

11

12
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イギリスの教育訓練 学校フルタイム 軽自動車のメンテナンス

13Nottingham College HP, Course>Motor Vehicle, 20200827確認
https://www.nottinghamcollege.ac.uk/courses/vehicle-maintenance-and-repair-level-3

詳細ルート

資格 軽自動車の保守および修理原則におけるIMIレベル3の卒業証書

期間 1年

レベル レベル3

エントリー要件

英語と数学を含む、グレード9–4（A * – C）の5つのGCSEが必要です。これらは
両方とも、英語と数学のグレード9–4（A * – C）または機能的スキルレベル2で
ある必要があります。または英語および数学のGCSEグレード9–4（A * – C）に
関連するレベル2の職業資格。

評価 理論的な知識を構築するために、さまざまな実践的な評価、オンラインテスト、
および文書による課題に取り組みます。

進行 大規模な主要ディーラーまたは小規模な地元のプロバイダーで自動車業界の
仕事をフォローすることを選択します。

追加情報 16-18歳の学生は授業料を支払う必要はありません。19歳以上の方は、料金と
資金調達について、財務ヘルプページをご覧ください。

©2021 G.ARAI

イギリスの教育訓練 企業アプレンティス 軽自動車のメンテナンス

14Nottingham College HP, Course>Motor Vehicle, 20200827確認
https://www.nottinghamcollege.ac.uk/courses/vehicle-maintenance-and-repair-level-3

1人の見習い求人を募集しています

空席 雇用者/場所 給料

見習いモーターエンジニア
（終了日：09/09/2020）

Ristes Motor Company Limited（ノッティン
ガム）

£156.00（毎週）

見習いの詳細

出席 ブロックまたはデイリリース

開始日 この見習い期間はいつでも開始できます。

フレームワーク/標準 自動車小売‐自動車サービスおよび保守技術者（軽自動車）‐レベル3

期間 36ヶ月

レベル レベル3

エントリー要件 •あなたは関連する仕事で週に最低30時間雇用される必要がありますが、私たちはあなたが就職先を見
つけるのを手伝います。
•また、英語と数学の9〜4年生（A * ‐C）のGCSEと、関連するレベル2資格が必要です。一部の雇用主は役
割に応じて追加の資格が必要になる場合があります
19歳以上で適切な業界経験を持っているが、必要な資格がない成人は、応募を歓迎します。
すべての申請者は、入学前に英語と数学の評価を受ける必要があります。

13

14
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イギリスの教育訓練 企業アプレンティスの評価

15

評価項目にしたがって

実際の仕事をこなして
いることを、実務の記録
に基づいて評価する

評価項目にしたがって

学習が進んでいること
を教育機関の評価者、
企業の教育担当者、学
習者間で合意する

学習・評価の記録にもと
づき資格を付与する

©2021 G.ARAI

５ InS遠隔指導の枠組 シラバス

専攻／科名
授業科目名

（英文授業科目名）

時間数

（単位数）
担当者

全指導科

訓練実施実践
(Training Implementation 

Practice)

162H
（3単位）

新井 吾朗
安原 雅彦

中村 友基

科目区分 能力開発実技

授業形態 演習
必修／選

択授業方法

□ 対面授業
☑ Moodle
☑ Webex

履修年次

開講時期

1年次

前期
必修

16

授業の目的と概要

目的（上位目標） 授業の実施にあたっては、訓練分野の特徴に合わせた指導が必要で
ある。また各種のトラブルへの対応が求められる。また訓練は、PDCAサイクルを回すこと
でその質の向上が求められる。

この科目では、訓練分野の特徴に合わせた授業の準備、授業の実践ができる

ようになることと、訓練と受講者を評価し改善策を立案する具体的な手続きを踏めるように
なることを目的とする。
概要 この科目では、訓練実施の実務を通じて、訓練分野の特徴を明らかにすること
と、それに応じた訓練の準備(指導案、教材、到達度評価の準備)と訓練の実施、また、訓

練を実施するにあたってトラブルの予想とそれに対応した準備をする実習を行う。また、①
受講者からの訓練に対する評価、②公開授業による評価を事例として、訓練の改善策を提
案するまでの一連の手続きを実習する。

15

16
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５ InS遠隔指導の枠組 シラバス

17

到達目標

(1)専門分野の課題とニーズを踏まえた授業の目的、目標、指導項目を設定できる
(2)授業のトラブルに対応できる
(3)授業を実施できる
(4)指導案に沿った訓練を展開できる
(5)訓練評価ができる

授業計画

1
課題A１ 専門分野に応じた指導項目選択

テキストなどからの検討、指導員へのヒアリングからの検討

2
課題A２ トラブル準備

トラブル事例の収集、施設の不具合への準備、事故への対応準備

受講者間、受講者と指導員間のトラブルへの準備

3
課題A３ 授業の準備

指導項目に関する技能の向上、 指導案の作成、 教材の作成

4
課題A４ 授業の実践・評価・改善

漏れの無い授業、 わかりやすい授業、 受講者の理解を確かめる授業

評価方法 各課題の成果物の成否で評価する

©2021 G.ARAI
18

５ InS遠隔指導の枠組 実現したい授業計画

• 適切なテーマ選択

• 現実の仕事の場面に適用できるように

• POCE(目的・目標・内容・評価)の一貫性

• だれでも同じ内容を指導すると
想像できる授業計画の記述

授業テーマ例
易 ・電線の輪づくりとランプレセプタクルへの結線方法
易 ・LANケーブルの製作
易 ・合成樹脂電線管の加工
易 ・電線接続作業（リングスリーブ接続）
易 ・マイクロメータの使用方法
中 ・Windows での IP における通信状態の確認方法
中 ・3D CADの基本操作
難 ・空冷式エアコンの仕組み
難 ・PLCへのNPNセンサ（３線式、２線式）の配線方法
難 ・PLC（Programmable Logic Controller）の基本命令を用いた

機器の制御
難 ・PaletteIDEを用いたKOBORO2のプログラミング

17

18
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５ InS遠隔指導の枠組 実現したい授業計画
職業訓練における指導の理論と実際 改訂状況

19

第1版～
1996年 7版
(TWI)

基礎
習う準備をさせる(準備・導入)
説明をする(提示)
適用をする(適用)
確かめる(確認)

実習
準備
提示
実演
確認

学科
準備
提示
適用
まとめ

TWI
導入
提示
実習
総括

決まった手
順の分解
段階指導

2001年 8版
（PROTS)

実習
導入
提示
実習
総括

学科
導入
提示
適用
まとめ

知的管理系
技能
技能の科学

2006年 ９版
(TWIとの対照表)

2011年 １０版
2017年 １1版

2020現在 31

目的→目標→指導項目(指導方法)→評価

仕事の場
との

結びつき

導入 動機 提示 適用 評価

展開

指導項目1

指導項目2

指導項目3

まとめ

動機 提示 適用 評価

導入

提示

適用

まとめ

©2021 G.ARAI

©2021 G.ARAI

５ InS遠隔指導の枠組 実現したい授業計画

20©2021 G.ARAI

19

20

ー　P.20　ー



20210821 日本職業教育学会 関東地区部会

11©2021 G.ARAI

©2021 G.ARAI
21

©2021 G.ARAI

５ InS遠隔指導の枠組 実現したい授業計画

©2021 G.ARAI
22

©2021 G.ARAI

５ InS遠隔指導の枠組 実現したい授業計画

21

22
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23

５ InS遠隔指導の枠組 実現したい授業計画

©2021 G.ARAI

５ InS遠隔指導の枠組 課題への取り組みスケジュール

24

23

24
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６ InS遠隔指導の枠組 各課題の内容

25

©2021 G.ARAI

６ InS遠隔指導の実施状況 LMS moodleへの情報集約

26

【技法_共通】訓練実施実践(2021)

25

26
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６ InS遠隔指導の実施状況 手法１

27

・対面オリエンテーション
・全体連絡
・課題指示
・相互評価
・課題評価/コメント
・web打ち合わせ

©2021 G.ARAI

６ InS遠隔指導の実施状況 手法２

28

・対面オリエンテーション
・全体連絡
・課題指示
・相互評価
・課題評価/コメント
・web打ち合わせ

27

28
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29

６ InS遠隔指導の実施状況 授業実施に向けた課題

©2021 G.ARAI

６ InS遠隔指導の実施状況 授業実施に向けた課題

30

29

30
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６ InS遠隔指導の実施状況 相互評価

31

相互評価に期待する効果
・優秀な取り組みにレベルを合わせる
・指導することで学ぶ効果
・評価項目を習得する(評価基準は提示済み
・提出物のレベルが高まる

©2021 G.ARAI

６ InS遠隔指導の実施状況 相互評価 教員の介入

32

教員介入の効果
・教員が期待するレベルの周知
・評価ポイント(評価基準の実感)の重視

31

32
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６ InS遠隔指導の実施状況 課題へのコメント事例１_1

33

7／15 1045 要修正再提出
(1)POCEが一貫していません。
指導案目的やりやすくが到達目標以降に反映していない。
(2)到達目標に「説明できる」はだめ
目的に合わせるなら、「通信が確立していることを確認できる」でしょう
(3)目標分析も説明できるはだめ
(4)目標分析はもう１，２段詳細に分析する必要がある
例えば、
「2.2 ネットワーク部について説明できる」は、まず、「2.2 ネットワーク部の適否を判断できる」となり、そのために、
何ができなければいけないのか、さらに分析が必要になる。

7／14 0845 要修正再提出
(1)指導案 目的 需要 ヒアリング結果を踏まえて、現実の仕事で使う場面を想定してください。
あたりまえにどこで使うのかを記述すれば良いです。
(2)指導案 目的 成否 「説明できる」という使う場面はありません。やりやすくに記述している、「自身のIPアドレス
を調べ」る必要があるなどは、ネットワークがつながらない場面で、「windowsPCをインターネットに接続する」とい
う需要場面で、「IP他をPCに設定する必要がある」という成否が求められるときのひとつのやらなければならない
要素と考えられます。
常に、実務上、求められる事項と考えてください。
(3)訓練計画中の、どのシステム、ユニットに対応する授業なのかわかりません。マークをつけるなどして示してくだ
さい。ユニットシートも追加してください。

©2021 G.ARAI

６ InS遠隔指導の実施状況 課題へのコメント事例1_２

34

7/27 0945 OKです
ただし、ipconfigコマンド、2進数とは、ブロードキャストアドレスとは、pingコマンドについては、それぞれ、「使
い方」「判別のしかた」などに修正してA3に反映させてください。

7/20 1015 要修正再提出
指導案の指導項目を目標分析の項目と合わせてください。
例えば、
2.1 ネットワーク部とホスト部の判別方法
2.1.1 2進数の扱い方
2.1.2 サブネットマスクから見るネットワーク部の判断方法
上記のように記述すると、
概念を説明する だけでなく、
概念にそって設定する方法、設定が正しいことを確認する方法が説明され、練習する訓練なんだと認識でき
ます。
目標分析からは、そのような能力が形成されるのだろうと、期待されます。

7/16 0907 要修正再提出
前回指摘した目標分析をもう1・2段詳細に が、できてません。
例えば、ブロードキャストアドレスを判断できる とは、何ができれば判断できると言えるのでしょう？
IPアドレスを調べられる、PC間の通信状態を確認できるとの関係が出てくると思います。各ツール
(ipconfig,ping)での確かめ方や、通信確認の結果からブロードキャストアドレスの誤り(どのホスト、ルーター
など）の予想など、通信状況の確認のために、できなければならない実務的な要素が出てくるはずです

33

34
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６ InS遠隔指導の実施状況 課題へのコメント事例3

35

©2021 G.ARAI

７ InS遠隔指導の成果と課題

36

成果：

• PTUが期待する能力の育成を遠隔地でもPTU主導で実践できるようになった

• 全員が到達目標に到達し、「できるようになったね」と言って終われる

課題：

• 確信的に言われたことしかやろうとしない(真意を受け取ろうとしない、学習観
のズレ)受講者への対応
(評価段階の評価項目明確化/解説により

学習段階での学習を軽視するようになる ジレンマ)

• 指導に要する時間
(実習時間162時間に対応が必要)

• InS先でのPTU教員と同レベルの評価の確保
(英国NVQ、フィンランド徒弟訓練では、指導・評価ができると派遣元が認める
実習先に派遣する、 InS受入資格)

• InS先のInSに対する認識
(先方指導の位置づけ・活用、経験偏重、実務補助・実務引継への期待とのバ
ランス)

• オンライン学習環境の整備

35

36
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職業能力開発総合大学校

中村友基

話し方の改善による授業力向上の検討
（フィラーに注目して）

研究の目的

話術の中でも「フィラー」に注目。
「不必要なフィラー」を低減し、話し方改善による授業力向上を目的とする。

授業力 ＝ 話術、授業構成、板書など

話術は、全ての教科に関係

現状の知識、技能の有無に関係しない

新人、ベテラン、指導内容を問わず対象となる
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フィラーとは？

フィラーとは
「えー」、「あのー」等の「それ自体に意味を持たない発話」を指す

フィラーの機能
・話し手の発話権の保持機能を有する可能性（水上、山下2007）

・話し手の心的操作として捉えられ得る（定延ら1995） 等

言語学、心理言語学などの観点から研究が進んでいる。

教員の話し方が授業の満足度に大きく関わる可能性 (松河ら2011、松河2013)。

フィラーの談話標識などの機能について (宮永2009、小出2006)。

フィラーにより聞き手が後続句の複雑さを予測する可能性 (渡辺ら2006)。

フィラーが話の聴きやすさ、理解しやすさに影響を与える可能性
(KONDO2004、Nishizakiら2007)。

フィラーに関する先行研究
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フィラーの頻度や長さについて（Nishizakiら2007）。

先行研究から、
・フィラーが多い ＝ 不必要なフィラーが含まれている
・フィラーはゼロが最良ではない

フィラーに関する先行研究

フィラーには主張を和らげたり、断定を回避する機能が研究されている。

上記の必要性が授業談話では少ない → 教師はフィラーが少ない
「エート」や「マー」は限られた人が癖のように発話する（小林2011）。

実態は・・・
「不必要なフィラー」が多いと予想される。

フィラーに関する先行研究
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職業訓練におけるフィラーを研究対象としているものはない

先行研究では
研究対象（聞き手）が小学生～大学生

授業の担当時間が１時間程度（一般的なもの）

フィラーを発する要因や傾向、フィラーが及ぼす影響にも
先行研究とは異なった結果が予想される。

先行研究の問題点

職業訓練とは大きく異なる

研究の目的（再掲）

話術の中でも「フィラー」に注目。
「不必要なフィラー」を低減し、話し方改善による授業力向上を目的とする。

授業力 ＝ 話術、授業構成、板書など

話術は、全ての教科に関係

現状の知識、技能の有無に関係しない

新人、ベテラン、指導内容を問わず対象となる
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研究計画

１：職業訓練施設（ポリテクセンター）のFDの現状調査

２：指導員のフィラー頻度とフィラー形式の傾向に関する調査

３：「不必要なフィラー」を発する要因に関する調査

４：「不必要なフィラー」の個人差の要因に関する調査

５：フィラー低減のトレーニング手法の開発

職業訓練施設のFDの現状調査

授業力向上について、現状では不十分なのか？

現状 研究公開訓練：授業観察＆研究会
（内容・目的からFDの一類型に相当すると見做せる）

研究公開訓練について、下記を調査する
・公開訓練の進め方、・授業力の評価方法、
・研究会の実施方法、・指摘事項の改善の確認

調査方法
・研究公開訓練の参加者へのアンケート
・公開者へのインタビュー
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職業訓練施設のFDの現状調査

予想される調査結果

・問題点の指摘しにくさ

・問題点があった場合、その改善手法がほとんど提示されない

・問題点が改善されたかどうかのチェック機能が無い

改善するために
何をすれば良いか、改善効果があるのかが見えない

職業訓練施設のFDの現状

結果が伴うかどうか不明確な行動を人間は実行に移しにくい
（行動分析学「行動随伴性」）

逆に、
授業力向上が期待できる場合、授業改善のための行動を起こしやすくなる。

フィラーについて、改善を支援する
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フィラー頻度とフィラー形式の傾向に関する調査

フィラーには発話されやすい環境があるとされている
（川田2010、魏2015など）。

職業訓練という環境において、どのような傾向が現れるかを調査する。
調査方法（録音データの書き起こし等）

・訓練中の指導員のフィラーの頻度
・指導員のフィラーの形式

先行研究と比較することで「不必要なフィラー」の
発話改善支援の手掛かりとなる可能性が考えられる

「不必要なフィラー」を発する要因に関する調査

フィラー発話の要因の先行研究

緊張状態では出現しやすいと考えられる（定延ら1995）。

相手との親近性、対面性、説明難易度の影響を受ける可能性（山下、水上2007 ）。

下記の３つが職業訓練においてフィラーに影響を与えていると予想し調査する。
・指導員の「あがり」
・訓練生
・指導する内容の理解
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「不必要なフィラー」を発する要因に関する調査

調査項目の根拠

訓練生の方が指導員よりも年齢が上である場合が多い

訓練生の方が指導員よりも知識を有している場合がある

実際の仕事現場の知識や考え方も必要となる

特に若手指導員には自信を持って授業に臨むことは困難。

「不必要なフィラー」を発する要因に関する調査

調査方法
・指導員へのアンケート

授業準備の状態
授業内容の理解・自信
緊張度合いなど

・訓練中、研究会、談笑中などのフィラー出現傾向の比較

予測される調査結果
・「あがり」の有無でフィラーの頻度や傾向に差が現れる
・授業内容の理解や自身等と「不必要なフィラー」との相関が見られる
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「不必要なフィラー」の個人差の要因に関する調査

フィラー発話の個人差の先行研究

講演中のフィラーの出現数とその要因について（渡辺、是松2018）

要因：年齢、学歴、講演経験、節中語数など

節中語数とフィラーの出現確率について（渡辺、是松2018 渡辺、白旗2019 ）

発話内容の構築にフィラーが関係

フィラーが少ない人には共通した特徴的な傾向があると予想される。

「不必要なフィラー」の個人差の要因に関する調査

仮説
(1)発話前に脳内で内容を詳細に構築することでフィラーが減少する

(2)フィラーが少ない人は発話内容の構築能力が高い

発話内容の構築能力 ＝ 文章構成力、要約力？
「文章構成力」、「要約力」とフィラー頻度の個人差との相関の調査

課題
「文章構成力」、「要約力」をどのように数値化するか？
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フィラー低減のトレーニング手法の開発

本研究は、「不必要なフィラー」の減少により授業力の向上を目的としている。

ここまでの調査結果を基に、
・フィラー低減に必要とされる能力を洗い出し
・その能力を向上させる練習方法を適用 → フィラー減少

開発した手法を「不必要なフィラー」が多い指導員に適用し、
変化が見られるかを検証・考察する
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